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稚内市風力発電建設ガイドライン稚内市風力発電建設ガイドライン
についてについて

平成１５年１０月２０日

北海道稚内市
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稚内市の概要
・日本最北端に位置（最北端北緯４５度３１分）

・東西、南北に約４０Ｋｍの広がり（約８００平方キロ）

・人口 ４３，０００人の道北の中核都市

・隣町の豊富町まで約４０Ｋｍ

・海を隔てた隣国ロシア連邦サハリン州まで４３Ｋｍ

・財政規模 一般会計２７４億（平成１３年度）

北海道

稚内市
最北端の碑
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トピックス
・２００３年５月「国際交流特区」の認定
・日ロ友好最先端都市
・都市再生プロジェクト
・行刑施設の誘致活動展開
・「宗谷岬ウィンドファーム計画」正式決定
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稚内と風力発電との関わり稚内と風力発電との関わり

日本有数の強風地帯

平成７年度 風力発電フィールドテスト事業開始

稚内公園における調査結果（平成９年３月）

日本有数の風力発電適地と判明

地上２０ｍ地点の年間平均風速 ７ｍ/ 秒
この結果、多数の事業者が稚内での風力

発電建設を計画⇒建設可能な場所の問い

合わせが殺到
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稚内市における風力発電事業稚内市における風力発電事業
平成７年度 ＮＥＤＯ風力発電フィールドテスト事業採択

平成８年度 風車建設予定地の稚内公園において風況調査

全国有数の風力発電適地（地上20ｍで年間平均風速７ｍ）
平成９年度 稚内公園風力発電所システム設計・実施設計

平成10年２月 稚内初の風力発電施設（民間）稼動開始（400kw×２基）
平成10年10月 稚内公園風力発電所 建設・運転開始

デンマーク製225ｋｗ １基
平成12年４月 「稚内市風力発電施設建設ガイドライン」制定
平成１２年１２月 稚内市水道事業風力発電設備稼動開始660kw×３基
平成１２年１２月 エコパワー風力発電施設（民間750kw×２基）
平成１３年１１月 サラキトマナイ風力発電所稼動開始（民間1650kw×９）
平成１４年４月 稚内港での洋上風力発電構想

平成１５年４月 「稚内市風力発電施設建設ガイドライン」改正
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風力発電建設ガイドライン制定
（平成１２年４月）

平成10年２月に建設された
民間の

風力発電施設が
景観論争に

平成１４年4月
洋上風力
発電構想

風力発電建設ガイドライン改正
（平成１５年４月）

風力発電建設ガイドライン制定の経緯
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風力発電施設建設ガイドラインの概要
（平成１５年４月改正後）

Ⅰ ゾーンの明示
１．法規制により極めて建設が困難な場所

（航空法、自然公園法、農地法）

２．自然保護等から建設が好ましくない場所

３．建設にあたって調整を要する場所

４．特に定めのないエリア

① ２ｋｍ以内に民家が存在しない場合

② ２ｋｍ以内に民家が存在する場合
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稚内市風力発電施設建設ガイドライン
（平成１５年４月改正後）
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Ⅱ 建設の為の事前調査の実施

１．騒音調査

２．電波障害調査

３．動植物への影響

４．工事による環境影響予測（緑地、水質）

４．景観調査（主たる眺望地点から）

５．その他（旋回高度、都市計画等）
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Ⅲ 事前説明会と経過報告

１．公的機関

２．近隣住民、関係団体（漁協、農協など）

３．環境保護団体、写真団体

事前説明会の実施結果を稚内市へ報告



2003/11/18 11

ⅣⅣ 事後調査と報告事後調査と報告

・建設完了後に最終の建設規模と障害発生の予測
された事項について事後調査結果を稚内市へ報
告する。

事業調査項目例

・ 建設後の騒音調査

・ 建設後の動植物調査（天然記念物、渡り鳥）

・ 建設後の景観調査

・ 建設後のテレビ電波障害調査
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稚内市市内の風力発電施設建設の現状

現在 １７基 １９，３５５ｋｗ

平成１８年 ７４基 ７６，３５５ｋｗ
合 計

１０．１０２２５ｋｗ．．１基市有地稚内市

１２．１２６６０ｋｗ．．３基市有地稚内市水道部

１０． ２４００ｋｗ．．２基市有地エコパワー

１２．１２７５０ｋｗ．．２基民有地エコパワー

小

１３．１１１６５０ｋｗ．．９基民間牧場丸紅中

１８．２１０００ｋｗ．．５７基宗谷丘陵ユーラスエナジー大

稼働日規 模建設位置事業者区分
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風力発電施設の景観１
丸紅 民間牧場 １６５０ｋｗ．．９基

デンマーク ベスタス社製
ﾛｰﾀ直径66ｍ、高さ99ｍ

平成13年12月操業開始
事業費 約30億円

・100kv特別高圧送電線への系統連携

・民間農地の転用

・プロジェクトファイナンスによる資金調達
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風力発電施設の景観２
エコパワー

稚内市における第１号風力発電
平成１０年２月稼動開始 ４００ｋｗ×２基
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風力発電施設の景観３
稚内市水道部 市有地 ６６０ｋｗ．．３基

・デンマーク ベスタス社製

・平成１２年１２月稼動

・総事業費 約５億４千万円

うち約１／２NEDO補助

・発電した電力は揚水ポンプ
の電力として利用

運転実績

・平成１３年度設備利用率 26.4％

・導入前の電気代 年間約4,100万円

・導入後の電気代 年間約900万円
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風力発電施設の景観４

ユーラスエナジージャパン 宗谷岬ウィンドファーム

１０００ｋｗ×５７基 平成１８年２月稼動予定

＜実施スケジュール＞
平成16年5月 土木工事開始
平成17年5月 風車据付開始
平成17年10月 受電
平成18年2月 商業運転開始



2003/11/18 17

風力発電普及による稚内の可能性風力発電普及による稚内の可能性

クリーンエネルギー自給都市

まちづくりのコンセプト～

「クリーンエネルギー推進都市」宣言

本州への電力供給基地

クリーンエネルギーの研究機関の誘致

「風の学校」などクリーンエネルギー研修施設

環境学習都市として世界中から人が集まる地域

エネルギー関連産業の集積
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「風力発電施設導入促進」と「自然や住民との共存」の両立「風力発電施設導入促進」と「自然や住民との共存」の両立

風力発電ガイドラインをベースに

「無秩序な風車建設を避け、環境・住民と共存」

今後とも、風力発電の導入を推進

しかし、守るべきものはしっかり守る

（地域の財産である貴重な景観など）

稚内市の風力発電に対する姿勢
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おわりにおわりに

「人と地球にやさしいまちづくり」 ～クリーンエネルギー都市宣言

風力発電の
導入促進

風力発電の
導入促進

自然や
住民との
共存

自然や
住民との
共存

環境教育環境教育

地球温暖化防止
に貢献

地球温暖化防止
に貢献

エネルギー
セキュリティ
問題解決

エネルギー
セキュリティ
問題解決

地域分散型
エネルギー

地域分散型
エネルギー

産業振興産業振興

騒音
電波障害への
配慮

騒音
電波障害への
配慮

景観
渡り鳥への
配慮

景観
渡り鳥への
配慮

風力発電と住民・環境との共存

雇用の創出雇用の創出

国立研究機関誘致国立研究機関誘致

稚内市風力発電建設ガイドライン

住民合意の
形成

住民合意の
形成

地域の自己決定権増大～
地域自らがエネルギーについて
考える「エネルギー分権」時代到来
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ユーラスエナジージャパン
１０００ｋｗ×５７基建設計画
平成１８年２月稼動開始予定

サラキトマナイ風力
１６５０ｋｗ×９基
丸紅ほか

稚内市
２２５ｋｗ×１基

エコパワー
４００ｋｗ×２基
７５０ｋｗ×２基

稚内市水道部
６６０ｋｗ×３基

丸紅
洋上風力発電構想
平成18年度以降

＜参考資料１＞
稚内市における風力発電施設建設状況と今後の予定
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＜参考資料２＞＜参考資料２＞
北海道電力による風力発電からの電力購入について北海道電力による風力発電からの電力購入について

余剰電力
メニュー
購入価格：
ほくでんからの
販売価格

事業目的
メニュー
購入価格：
１１．６円

風力発電
プロジェクト
募集

６万ｋｗ分
＜入札＞
購入価格：
９円台

風力発電
プロジェクト
募集
＜抽選＞
購入価格：
３．３円

平成15年４月からＲＰＳ法施行
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＜参考資料３＞稚内市における今後の＜参考資料３＞稚内市における今後の
風力発電事業風力発電事業

北海道電力による風力発電受け入れ枠

・平成１３年度まで １５万ｋｗに制限。

・平成１３、１４年度新規風力発電事業が困難

・平成１５年度以降１０万ｋｗ追加し２５万ｋｗへ

･平成１５年４月抽選により事業者内定

今後予定されている事業

・宗谷岬牧場での５万７千ｋｗ（ユーラスエナジー）

・洋上風力発電

・市民風車や垂直軸風車の導入
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＜参考資料４＞＜参考資料４＞
風力発電普及のためには風力発電普及のためには

２０１０年の日本の風力発電導入目標値は３００万ｋｗ

目標達成のためには北海道、東北でそれぞれ１００万ｋｗづ
つの建設が必要

北海道では今回の募集１０万ｋｗを達成しても、既存の
１５万ｋｗ＋１０万ｋｗ＝２５万ｋｗ
残り７５万ｋｗの建設が必要

抜本的な対策として送電線網の強化が必要


